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１．研究の背景

創薬において、薬剤候補となる化合物の確保が重要な課題となっている。実際、多くの製薬企業は独自の化合物ライブラリ
（様々な種類の化合物を収集•整理した物）を利用して創薬を行っている。そこで次世代創薬法の創製のために、新たな化合
物ライブラリ作製法の開発が望まれている。

２．研究の目標

我々は、特殊ペプチド（特殊な構造を持ち体内で安定なアミノ酸が連なった物）の増幅法を開発することで、新たな化合物ラ
イブラリの作製を目指す。さらに本方法を活用して、抗菌剤候補の創製を試みる。

３．研究の特色

従来の薬剤候補探索では、個々の化合物の効果をそれぞれ評価しなければならない。これに対し本研究で開発する増幅法
を用いると同時に多種類の特殊ペプチドを評価できるため、従来法の1000万倍にあたる約10兆種類の特殊ペプチドの利用が
可能となる。そのため、本方法により高効率で迅速な薬剤候補の創製が可能になると考えられる。

４．将来的に期待される効果や応用分野

本研究で創製する抗菌剤候補は、多剤耐性菌を克服するための重要な薬剤になると期待される。また本方法は、薬剤候
補を創製するための普遍的な方法として利用することができるため、様々な疾患に対する新規薬剤の創製につながると考えられ
る。
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特殊環状ペプチドを増幅可能にする仕組みとその応用
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1. 遺伝暗号をリプログラムし、
特殊ペプチドを翻訳合成する。
2. mRNA提示法と組み合わ
せて1013の多様性を持つライ
ブラリーを作製する。
3. ペプチドグリカン形成を阻
害する特殊ペプチドを創製し、
抗菌剤として利用する。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

